
１．はじめに

本工事は小樽から余市間の自動車専用道路の開
通に伴うインター線の整備工事で主な工種として、
路体盛土≒３０，０００m３、地盤改良工として盛土改
良≒２７，０００m３、表層改良≒７，０００ｍ３の計≒６４，０００
ｍ３の土砂を扱う工事である。
工事概要
�１ 工 事 名：小樽西インター線総合Ｂ（地方

道）工事（地盤改良）（補正）
�２ 発 注 者：北海道後志総合振興局小樽建設管

理部
�３ 工事場所：北海道小樽市塩谷
�４ 工 期：平成２９年３月１５日～

平成２９年１２月１１日

２．現場における問題点

・路体盛土の施工前に表層改良、盛土改良の施工
を行う施工順序である（図―１参照）。
・表層改良、盛土改良は施工前に改良する土砂の
試験を行い経済比較等の結果により、セメント
（高炉Ｂ種）混合となった。
・土砂混合は主に事前に配置している≒１００ｍの
ホースにバラセメント車からのホース圧送で散
布器具（図―２参照）で改良箇所に０．７m３級 BH
を用いて散布を行う（図―３参照）。

・（図―３）からも判る通り、セメント散布時に
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図―１ 標準断面図

図―２ 散布器具サイクロン

図―３ セメント散布状況
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はかなりの粉塵（セメント）が舞い、施工中は
止むを得ないのだが、散布完了後はバラセメン
ト車のタンクを空にしなければならず、その際
に空気圧を上げての圧送になる為、粉塵がサイ
クロン上部より舞い、施工中よりも粉塵がひど
く、近隣住民・環境保全の影響も考えて粉塵対
策を熟慮した。

３．工夫・改善点と適用結果

・色々熟慮した結果、まず初めにサイクロンに接
続しているホースと二次製品の集水桝Ⅱ型Ａを
準備し、集水桝を加工しホースを取付けた（図
―４、図―５参照）。

図―４ 集水桝とホース接続

図―５ ホース接続端部状況

・更に加工した集水桝に水をいれ粉塵が集水桝か
ら舞うのを抑制させた（図―６参照）。

図―６ 水入れ完了

・セメント散布完了後、人力にてサイクロンから
圧送ホースを取外し、加工した集水桝に取付け
る（図―７参照）。

図―７ ホース取付け

・取付けた後、バラセメント車に合図をしてタン
クを空にする為の最終圧送行わせた結果、セメ
ントが水分に吸収され粉塵の抑制に成功した
（図―８参照）。

図―８ バラセメント車からの最終圧送

４．おわりに

地盤改良の施工時期が夏季の時期であった為、
近隣住民は家の窓を開け、洗濯物を外に干すこと
もあったが、特段の苦情等もなく、近年の環境保
全の観点からも良い結果を得られた。
これからも色々熟慮し施工していきます。
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